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生涯学習の 教育･文化･スポーツの
ホットな情報をお届けします。

■各種行事に関するお問い合わせは
　教育委員会社会教育担当　�５６-２１８３

　占冠村公民館では住民の皆さん自らが企画･実行する
「自主創造プログラム」を募集しています。
　事業の詳細については、お気軽に占冠村公民館事務局
（�５６‐２１８３）までお問い合わせください。

自主創造プログラム募集中！

増子尊士さんは、占冠村体育指導委員として長年にわたり地
域スポーツの普及、振興発展に尽力され、このたび『上川管内
体育指導委員功労者』として表彰されました。
増子さんは「気づいたらもう１１年も体育指導委員をやってい
ました。これからも村のスポーツ振興に貢献していくつもりで
すので、どうぞよろしくお願いいたします。ついでながら、１１
月末に第４回村民フットサル大会を開催いたしますので、奮っ
てご参加ください。」と、宣伝を忘れずに、力強い言葉をいただ
きました。これからもよろしくお願いいたします。

平成２３年度
上川管内体育指導委員功労者表彰受賞

９月５日、６日、８日、９日と４日間、中央小学校で学校支
援ボランティアによる本の読み聞かせが行われました。子ども
たちは物語に引き込まれるように真剣に聞き入っていました。
読み聞かせを行ってくれたみな皆さま、誠にありがとうござ
いました。
さて、もう季節は秋です。「食欲の秋」「芸術の秋」「スポーツの
秋」。秋は色々な楽しみがある季節ですが、『読書の秋』を楽しん
でみてはいかがでしょうか？！公民館図書室では多くの図書を
貸し出ししています。みなさん、ぜひご利用ください。新しい
発見があるかもしれませんよ�
■お問い合わせ　　占冠村公民館　電話：５６-２１８３
　　　　　　　　　占冠村公民館図書室　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　電話：５６-２５９０（コミュニティプラザ）

今年も文化祭で展示する作品を募集します！
書道・絵画・手芸・写真など作品は自由です。
たくさんの出品をお待ちしています。
�展示部門開催日　　１１月２日（水）～３日（木）
�作品搬入方法　　　１０月２７日（木）～２８日（金）
　　　　　　　　　　両日とも９時から１８時まで
　　　　　　　　　　コミュニティプラザまで作品をお持
　　　　　　　　　　ちください。
■お問い合わせ　　占冠村公民館　電話：５６-２１８３

平成２３年度占冠村総合文化祭展示作品募集

読書の秋です
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石勝線ばんざい！！
昭和５６（１９８１）年１０月１日、全村民の宿願であった石勝線が開通しました。
石勝線は、予定線に組み入れられてから５９年、着工以来１９年の
歳月を経て誕生したのです。

１０月１日は中央小学校の鼓笛隊を先頭にして、小旗を持った住
民が駅までパレードをしました。駅前には６００人に近い住民が集
まりました。
 駅前ではさっそく開通を祝うテープカットが行われ、午前９

時４分、一番列車が占冠駅前に到着すると、ホームでは、遺影を
抱く女性や保育園児、小中学生など、約１,２００人の村民が手にした
小旗を振り、一番列車を迎えました。
石勝線の開通に合わせて、村では記念式典をはじめ記念植樹や

臨時列車の記念乗車が行われました。
開通記念式典は１０月３日に催され、村民や国鉄関係者などおよ
そ３００人が集まり、石勝線の開通を祝いました。１０月５日～６日
には記念乗車が行われました。保育園児や小中学生、など村民９９９人が村民号をチャーターし千歳空港を
見学しました。
この年の１０月発行の広報は『祝石勝線開通』号でした。その広報からは、村民のあふれる喜びが伝わっ
てきます。インタビューを受けた村民は、「長年夢見てきた、汽車が走る姿を見て胸がいっぱいになっ
た。感動して言葉が出なかった」と、喜びを語っていました。
誰もが、石勝線は陸の孤島占冠を脱却できる起爆剤になると大きな期待に夢を膨らませていました。

※参考：昭和５５年１０月２０日発行『広報しむかっぷ　２８６号』

石勝線 開 通 ３０年か ら


